
江戸新選三十三観音、高輪、芝、虎ノ門巡拝   2024年１月 28日 

攘夷派に襲われ英国人が殺害された東禅寺 

山門が閉じている場合は通過します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高輪の東禅寺境内と 

  サーベルによる傷跡 

  が残る玄関柱 

 北品川の御殿山に建設中の 

 英国公使館の仮の公使館と 

 して使われた。 

 

 

「虎ノ門ヒルズビル街」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋開店 － 幸神社、切通坂、ｵﾗﾝﾀﾞ大使館  

天徳寺 － 愛宕山隧道 － 愛宕社 － 

愛宕新道 － 虎ノ門レジレンタルタワー 

－ 日比谷線虎ノ門ヒルズ駅(仮解散) － 

JR北千住駅まで案内します。 

 

 

 

 

相馬霊場を巡る会 熊倉健治 

http://88souma.net/ 

              2024/1/28 記 

江戸新選 33観音霊場巡拝地図 

 高輪、三田、札の辻、芝、愛宕山、虎ノ

門 

 品川駅スタート － 東禅寺 － 高野山 

東京別院 － 桂坂 － 泉岳寺 － 

伊皿子坂、道往寺 － 魚籃坂、魚籃寺 

－ 幽霊坂、おしろい地蔵 － ひじり坂 

、済海寺 － 御田八幡 － 増上寺 － 

東京タワー、金地院(神谷町交差点を 

六本木方面右側に麻布台ヒルズが、昨年 

秋 OPEN － 幸稲荷、切通坂 

http://88souma.net/


高野山東京別院地下の変電所概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 江戸 33 観音第 29 番本尊聖観世音菩薩像 

  聖観世音菩薩の現在(2024)のお勤めは、東京電

力の変電所を守り、毎日都民に電気を供給する菩薩

となった様です。 

 

 

 

御田八幡社 

 

御祭神、誉田別皇尊、 

天児屋根命(あめのこやねのみこと)、 

武内宿祢命(たけのうちすくねのみこと) 

創 建、和銅二年(709) 

境内社、五光稲荷神社、御嶽神社 

社 格、旧郷社、延喜式内論社 

「御」＝「み」＝「三」、 

(例)御影堂＝みえどう 

辞書：御田＝おでん、おた、神社所有地 

 

徳川家康の江戸城入城の際に現在地に社殿を造営し、寛文２年(1662)に遷座しています。 

しかし、寛文８年２月の大火により社殿は全焼したが、寛文 12 年８月に再建されました。 

慶応元年(1865)に延喜式記載の「稗田社(ひえたしゃ)」に改称したが、明治５年(1874)には「三田八幡神

社」に改称し、郷社となりました。 

明治 30年(1897)に「御田八幡社」に復し、旧社格制度廃止により「郷社」とは呼ばなくなっています。 

昭和 20 年の東京大空襲で社殿が焼失し、昭和 29 年に復興されました。 

 

幽霊坂のお化粧地蔵 

  

お寺が多く道幅狭く静寂で怖いため幽霊坂という。 

坂の中ほどにある玉鳳寺の山門は、226事件で 

暗殺された。第七代総裁の高橋是清が寄進した

門。 

玉鳳寺には、御化粧延命地蔵、通称：おしろい地

蔵があることで知られています。 

山門の傍らにある小堂を見ると、白化粧のお地蔵

様が居られます。 



芝増上寺境内の徳川家墓所 

 

増上寺に埋葬されているのは、２代秀忠、５代将軍兄弟の綱重、６代家宣、７代家継、９代家重、12

代家慶、14 代家茂の６人の将軍の他、女性では将軍正室として２代秀忠夫人崇源院、６代家宣夫人天英

院、11 代家斉夫人広大院、13 代家定夫人天親院、14 代家茂夫人静寛院の５人、将軍の側室としては３

代家光の桂昌院、６代家宣の月光院など５人、その他、将軍の子女を含む計 38 人です。 

正面右側に２代秀忠公の墓所があります。焼失前の宝塔は霊廟室内に祀られ、大変大きなものであり

ました。しかし、惜しくも木造のため、戦災で焼失。現在は、内室崇源院と共に合祀されています。 
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江
戸
新
選
三
十
三
観
音
霊
場
巡
り 

 
 
 
 
 
 
 

高
輪
、
三
田
、
虎
ノ
門
の
札
所
巡
り 

坂
名 

さ
く
ら
坂
、
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
前 

 
 
 

洞(

ほ
ら)
坂
、
東
禅
寺
周
り 

海
上
禅
林
佛
日
山
東
禅
興
聖
禅
寺 

(

か
い
じ
ょ
う
ぜ
ん
り
ん 

ふ
つ
に
ち
さ
ん 

と
う
ぜ
ん
こ
う
せ
い
ぜ
ん
じ)

、 

臨
済
宗
妙
心
寺
派
別
格
本
山
。
建
立
は
宝
永
七
年(

1710
)

八

月
、
御
本
尊
は
地
蔵
菩
薩
像
。 

江
戸
触
頭(

ふ
れ
が
し
ら)

四
箇
寺(

し
か
じ)
の
一
寺
、 

江
戸
触
頭
と
は
、
幕
府
か
ら
の
通
達
を
配
下
の
寺
院
へ
の
伝

達
や
、
本
山
や
配
下
の
寺
か
ら
の
幕
府
へ
の
訴
願
、
諸
届
を

上
申
達
す
る
役
を
負
っ
た
、
宗
派
別
寺
組
。 

四
箇
寺
と
は
、
江
戸
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
四
ヶ
寺
で
す
。

湯
島
の
天
沢
院
麟
祥
院
、
牛
込
の
蒼
竜
山
松
源
寺
、
浅
草
の

大
雄
山
海
禅
寺
と
当
寺
で
し
た
。 

尚
、
当
寺
は
一
般
参
拝
者
の
立
入
り
を
制
限
し
て
い
ま
す

の
で
、
山
門
が
閉
じ
て
い
る
日
は
立
入
禁
止
と
な
り
ま
す
。 

東
禅
寺
山
門
の
紋
章
、 

当
寺
に
伝
わ
る
裏
紋
の
様
で
、
中
央
の
大
き
な
月
の
周
り

に
九
つ
の
小
さ
な
七
曜
星
＋
羅
喉(

ら
ご)

と
計
都(

け
い
と)

の

九
曜
星
で
「
十
曜
紋(

じ
ゅ
う
よ
う
も
ん)

」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

九
曜
門
の
中
央
は
太
陽
で
す
か
ら
、
月
は
裏
紋
と
な
り
ま
す
。

千
葉
神
社
で
は
、
社
紋
九
曜
門
と
呼
び
ま
す
が
家
紋
で
す
。 

 

東
禅
寺
の
歴
史
。 

慶
長
14
年(16

09)

、
伊
東
祐
慶
が
嶺
南
崇
六
を
招
聘
し
て

同
区
赤
坂
に
創
建
。  

寛
永
13
年(16

36)

、 

現
在
地
に
移
転
。 

眼
前
に
東
京
湾
が
広
が
る
事
か
ら
海
上
禅
林
と
呼
ば
れ
る
。  

東
禅
寺
庫
裏
玄
関
脇
門
柱
に
残
る
刀
傷
と
サ
ー
ベ
ル
に
よ

る
突
穴
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
写
真 

安
政
年
間(

185
5

～1860
)

以
降
、
西
洋
人
用
の
宿
舎
に
割

り
当
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

安
政
六
年
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
が
仮
に
置
か
れ
る
。  

文
久
元
年(1

861
)

、
攘
夷
派
の
常
陸
水
戸
藩
浪
士
に
よ
っ

て
襲
撃
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
次
東
禅
寺
事
件
、
境
内
庫
裏
の

玄
関
脇
外
柱
に
刀
痕
が
残
っ
た
の
は
こ
の
時
で
す
。 

東
禅
寺
の
説
明
高
札
に
、
安
政
五
年(185

8)

七
月
に
締
結

さ
れ
た
日
英
通
商
条
約
に
よ
り
、
翌
６
年
６
月
６
日
イ
ギ
リ

ス
初
代
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
等
が
こ
こ
に
駐
在
し
、
我
が
国

最
初
の
「
イ
ギ
リ
ス
公
使
宿
館
」
と
な
り
ま
す
。 

文
久
二
年(1

862
)

、
護
衛
役
の
信
濃
松
本
藩
藩
士
に
よ
っ

て
再
び
襲
撃
さ
れ
る
第
二
次
東
禅
寺
事
件
が
起
き
ま
す
。 

二
度
目
は
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
が
帰
国
中
の
、
文
久
二
年
５

月
29
日
、
東
禅
寺
警
備
の
松
本
藩
士
伊
藤
軍
兵
衛
が
、
長
槍

を
所
持
し
て
公
使
の
庭
に
忍
び
入
り
、
見
張
り
警
備
の
イ
ギ

リ
ス
人
を
殺
害
し
ま
し
た
。 

英
国
は
、
明
治
６
年(1

873
)

頃
ま
で
、
公
使
官
と
し
て
使

用
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
境
内
の
一
部
で
、
大
玄
関
と
庫

裏
及
び
書
院
と
奥
書
院
で
し
た
、
現
在
そ
の
一
部
で
あ
る
奥

書
院
と
玄
関
が
旧
時
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
は

昭
和
初
期
に
改
築
さ
れ
て
い
ま
す
。（
東
京
都
教
育
委
員
会
） 

伊
達
家
の
重
臣
の
お
墓
が
多
く
、
伊
達
秀
宗(

だ
て
ひ
で
む

ね)

、
天
正
19
年(15

91)

～
明
暦
４
年(16

58)
、
江
戸
時
代
初

期
の
大
名
で
伊
予
宇
和
島
藩
の
初
代
藩
主
、
伊
達
政
宗
の
長

男
で
す
が
庶
長
子(

し
ょ
し)

で
あ
る
、
正
室
で
は
な
い
女
性
か

ら
生
ま
れ
た
子
供
ら
が
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

第
廿
九
番
、
高
野
山
東
京
別
院
、 

旧
称 

高
野
山
江
戸
在
番
所
高
野
寺
、
高
野
山
真
言
宗
、 

延
宝
元
年(

1673
)

創
建
、 

ご
本
尊
、
弘
法
大
師
、
札
所
本
尊
、
聖
観
世
音
菩
薩
、 

ご
真
言
、
お
ん 

あ
ろ
り
き
ゃ 

そ
わ
か
、 

ご
詠
歌
、
あ
り
が
た
や 

高
野
の
寺
の
観
世
音 

 
   

    
    

 

大
慈
大
悲
に 

す
が
る
う
れ
し
さ 

 

新
四
国
御
府
内(

ご
ふ
な
い)

八
十
八
ヵ
所
霊
場 

第
一
番
。 

御
府
内
と
は
、
江
戸
時
代
の
江
戸
城
を
中
心
と
し
て
品
川
、

四
谷
、
板
橋
、
千
住
、
本
所
、
深
川
の
内
側
の
地
域
で
、
ほ

ぼ
、
現
在
の
東
京
23
区
内
と
考
え
て
良
い
で
し
ょ
う
。 

東
京
23
区
内
は
都
内
と
言
い
ま
す
が
、
23
区
外
を
都
下

(

と
か)

と
い
い
ま
す
。
最
近
聞
か
な
く
な
り
ま
し
た
。 

高
野
山
東
京
別
院
は
、
徳
川
幕
府
が
開
か
れ
た
際
、
高
野

山
の
学
侶
方
の
在
番
所
の
寺
と
し
て
、
浅
草
の
日
輪
寺
に
寄

留
し
て
開
い
た
の
が
始
ま
り
で
す
。 

そ
の
後
、
芝
の
地
を
下
賜
さ
れ
た
事
に
よ
り
、
延
宝
元
年

(
1673

)

、
正
式
に
「
高
野
山
江
戸
在
番
所
高
野
寺
」
と
し
て

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
年
、
現
在
の
高
野
山
東
京
別
院

と
改
称
さ
れ
、
今
に
至
り
ま
す
。 

本
堂
地
下
の
東
京
電
力
変
電
所 

地
下
に
は
平
成
元
年
完
成
の
「
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ

ド
高
輪
変
電
所
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
。 

地
下
７
階
建
で
、
床
面
積
は
延
べ
約
２
万
㎡
。 

東
京
電
力
は
、
当
時
都
心
部
で
新
た
な
変
電
所
を
建
設
す

る
だ
け
の
土
地
の
確
保
が
困
難
な
為
、
地
下
に
建
設
し
た
。 

 

地
中
送
電
線
で
地
元
を
主
に
地
下
鉄
等
に
活
用
し
て
い
る
。 

坂
名 

桂
坂
、
昔
、
蔦
葛
が
は
び
こ
っ
て
い
た
、
他
説
有
。 

 
 
 
 
 
 

第
一
京
浜
国
道
15
号
～
高
輪
警
察
署
横
迄 
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万
松
山
泉
岳
寺
、
曹
洞
宗
。 

ご
本
尊
、
釈
迦
如
来
。 

青
松
寺
、
総
泉
寺
と
共
に
江
戸
曹
洞
三
箇
寺
の
一
寺
で
す
。 

慶
長
17
年(1

612
)

に
徳
川
家
康
が
外
桜
田
に
門
庵
宗
関

(

も
ん
な
ん
そ
う
か
ん)
を
招
い
て
創
建
。 

寛
永
18
年(16

41)
、
寛
永
の
大
火
で
焼
失
し
た
が
、
将
軍

家
光
の
命
で
、
毛
利
、
浅
野
、
朽
木
、
丹
羽
、
水
谷
、
今
川

の
六
大
名
に
よ
り
、
現
在
の
高
輪
の
地
で
再
建
さ
れ
ま
し
た
。 

浅
野
家
と
泉
岳
寺
の
付
き
合
い
は
、
こ
の
頃
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
浅
野
内
匠
頭
長
矩(

あ
さ
の
た
く
み
の
か
み
な
が
の
り)

と
赤
穂
浪
士
が
葬
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
り
、
現
在

も
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
12
月
13
日
と

翌
日
に
は
義
士
祭
が
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
境
内
に
、
赤
穂
浪

士
ゆ
か
り
の
品
を
所
蔵
し
て
い
る
「
赤
穂
義
士
記
念
館
」
が

あ
り
ま
す
。 

義
士
の
討
ち
入
り
後
、
当
時
の
住
職
が
義
士
の
所
持
品
を

売
り
払
っ
て
収
益
を
得
た
こ
と
に
世
間
の
批
判
が
集
ま
り
、

あ
わ
て
て
こ
れ
ら
の
品
を
買
い
戻
し
に
走
っ
た
こ
と
が
あ
る

そ
う
で
す
。 

「
高
島
易
断
」
で
知
ら
れ
る
高
島
嘉
右
衛
門
の
墓
も
あ
る
。 

境
内
に
は
学
寮
が
あ
り
、
後
に
吉
祥
寺
の
旃
檀
林(

せ
ん
だ

ん
り
ん)

学
寮
、
青
松
寺
の
獅
子
窟
学
寮
と
統
合
し
て
駒
澤
大

学
に
発
展
し
た
ほ
か
、
現
在
で
も
僧
侶
は
境
内
の
学
寮
で
共

同
生
活
を
行
い
な
が
ら
大
学
に
通
学
し
て
い
ま
す
。 

隣
り
の
承
教
寺
に
は
、
江
戸
時
代
に
流
刑
画
家
「
英
一
蝶

(

は
な
ぶ
さ
い
っ
ち
ょ
う)

」
の
墓
が
あ
り
ま
す
。 

赤
穂
藩
主
浅
野
家
は
茨
城
県
真
壁
城
主
。 

台
雲
山
花
岳
寺(

た
い
う
ん
ざ
ん
か
が
く
じ)

は
、
兵
庫
県
赤
穂

市
加
里
屋
に
あ
る
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、
歴
代
赤
穂
藩
主
の
菩

提
寺
で
す
。 

播
磨
国(

は
り
ま
の
く
に)

赤
穂
藩
、
浅
野
家
、
永
井
家
、
森

家
歴
代
藩
主
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
ま
た
、
大
石
良
雄
の
祖
先

が
眠
る
大
石
家
墓
地
、
義
士
墓
が
あ
り
ま
す
。 

藩
主
、
浅
野
長
直(

な
が
な
お)

慶
長
15
年(

16
10)

～
寛
文

12
年
７
月
24
日(

1
672/

09/1
5)
)

は
江
戸
時
代
前
期
の
外

様
大
名
。
浅
野
家
で
は
初
代
の
播
磨
国
赤
穂
藩
主
、
五
万
三

千
石
。
赤
穂
藩
の
基
礎
を
築
い
た
名
君
で
あ
り
、
元
禄
赤
穂

事
件
の
浅
野
長
矩(

あ
さ
の
な
が
の
り)

、
官
名
が
浅
野
内
匠
頭

(

た
く
み
の
か
み)

の
祖
父
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

赤
穂
市
の
台
雲
山
花
岳
寺
境
内
の
浅
野
長
直
之
墓
と
義
士

の
墓
が
あ
り
ま
す
。 

慶
長
15
年(16

06)

常
陸
国
真
壁
藩
主
、
後
に
常
陸
国
笠
間

藩
主
と
し
て
浅
野
長
政
を
先
祖
と
す
る
、
浅
野
長
重
の
長
男

と
し
て
長
矩
は
生
ま
れ
ま
し
た
。 

母
は
三
河
吉
田
藩
主
松
平
家
清
の
娘
。
幼
名
は
又
一
郎
。

正
室
は
丹
羽
長
重
の
娘
。
子
に
浅
野
長
友
と
娘
大
石
良
重
室
。 

寛
永
８
年(

1631
)

12
月
３
日
従
五
位
下
内
匠
頭
に
叙
任
、

同
９
年
10
月
29
日
、
父
の
後
を
つ
い
で
笠
間
藩
主
と
な
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
浅
野
家
が
、
茨
城
県
真
壁
の
出
身
で
あ
る

こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

高
輪
大
木
戸
跡 

(

参
拝
無) 

宝
永
七
年(1

710
)

、
東
海
道
か
ら
江
戸
府
内
の
入
口
と
し

て
、
ま
た
南
の
出
入
口
と
し
て
設
け
ら
れ
た
大
木
戸
の
跡
で

す
。 

木
戸
は
始
め
、
元
和
二
年(16

16)

に
芝
口
門
が
建
て
ら

れ
、
高
札
場
が
置
か
れ
札
の
辻
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、700

ｍ
南
の
同
所
に
移
転
し
高
札
場
と
し
て
大
木
戸
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。 

 
 

芝
口
門
の
あ
っ
た
場
所
は
元
札
ノ
辻
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。  

木
戸
は
、
始
め
は
街
道
の
両
側
に
築
か
れ
た
幅
約
20
ｍ
の

土
塁
の
間
に
木
戸
を
設
け
、
明
け
方
六
ツ
に
開
き
、
暮
れ
六

ツ
に
閉
じ
て
、
治
安
維
持
と
交
通
規
制
の
役
割
を
果
た
し
た
。  

現
在
の
木
戸
の
大
き
さ
は
両
脇
に
長
さ
五
間(

９
ｍ)

、
幅

四
間(

7.2

ｍ)

、
高
さ
一
丈(

十
尺
＝
３
ｍ)

の
石
垣
で
、
間
に

柵
と
門
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。  

幕
末
期
に
伊
能
忠
敬
は
こ
こ
を
全
国
測
量
の
基
点
と
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。  

昭
和
三
年(

1928
)

に
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

余
禄 

JR

東
日
本
の
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
線 

国
道409

号
の
札
ノ
辻
橋
は
、
山
の
手
、
京
浜
東
北
、
東

海
道
、
上
野
東
京
ラ
イ
ン
の
在
来
線
と
東
海
道
新
幹
線
が
橋

下
を
走
る
。
線
路
の
数
を
よ
く
見
る
と
11
本
の
線
路
が
あ
り

ま
す
、
新
幹
線
の
海
側
に
架
線
の
無
い
１
本
の
線
路
が
敷
か

れ
赤
錆
常
態
で
す
。
こ
の
線
路
は
大
汐
線
と
い
う
新
橋
～
東

京
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
結
ぶ
貨
物
専
用
線
で
す
。 

廃
線
で
は
無
い
の
で
す
が
全
く
利
用
さ
れ
ず
放
置
状
態
。 

先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ブ
ラ
タ
モ
リ
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
。 

 
JR

東
日
本
「
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
線
、
仮
称
」
が
７
年
後

に
開
通
の
予
定
で
東
京
駅
～
羽
田
空
港
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

乗
入
予
定
で
大
汐
線
は
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。 

 

専
門
家
の
話
で
は
、
現
在
列
車
ダ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
状
態
の

湘
南
乗
入
の
東
北
、
高
崎
、
常
磐
線
の
50
％
以
上
が
羽
田
空

港
行
に
な
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。
乗
っ
て
み
た
い
で
す
。 

 

第
廿
七
番
、
来
迎
山
道
往
寺(

ど
う
お
う
じ)

、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浄
土
宗
、
開
基
、
不
詳
、
寛
文
年
間(

1661

～73
)

創
建
、 
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ご
本
尊
、
聖
観
世
音
菩
薩
、 

ご
真
言
、
お
ん 

あ
ろ
り
き
ゃ 

そ
わ
か 

観
音
札
所
ご
本
尊
、
千
手
観
世
音
菩
薩
、 

ご
真
言
、
お
ん 

ば
ざ
ら 

た
ら
ま 

き
り
く 

ご
詠
歌
、
か
か
る
よ
に
う
ま
れ
あ
う
み
の
あ
な
う
や
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

を
も
は
で
た
の
め
十
こ
え
ひ
と
こ
え 

道
往
寺
は
、
享
保
年
間
中
往
時
の
江
戸
観
音
霊
場
と
し
て

大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
、
一
時
期
は
、
西
方
観
音
札
所
と
し

て
廿
一
番
聖
観
世
音
と
廿
二
番
千
手
観
音
の
、
二
つ
の
札
所

を
兼
ね
た
そ
う
で
、
今
も
当
時
の
札
所
番
号
を
記
し
た
石
塔

が
門
の
傍
ら
に
あ
り
、
往
時
を
偲
ば
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

寛
文
年
間
の166

1

～1
673

年
に
建
立
。 

江
戸
時
代
後
期
に
は
月
見
寺
と
呼
ば
れ
「
廿
六
夜
待
ち
」

月
の
名
所
と
し
て
人
気
を
集
め
ま
し
た
。2

013

年
改
築
。 

伊
皿
子
坂
途
中
に
「N

HK 

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ビ
ル
」
が
あ
り
ま
す
。 

当
寺
裏
手
の
伊
皿
子
坂(

い
さ
ら
ご
ざ
か)

上
の
交
差
点
に
、

血
脇
守
之
助
の
「
歯
科
医
学
教
育
発
祥
之
地
」
碑
が
あ
る
。 

 

坂
名 

伊
皿
子(

い
さ
ら
ご)

坂
、
同
名
の
中
国
人
が
居
た
か
ら
。 

坂
上
ま
で
の
区
間
が
伊
皿
子
坂
で
、
そ
の
先
は
、 

坂
名 

魚
籃
坂
、
坂
上
か
ら
坂
下
の
国
道
一
号
迄
の
区
間
。 

 

第
廿
五
番
、
三
田
山
水
月
院
魚
籃
寺(

ぎ
ょ
ら
ん
じ) 

浄
土
宗
、
開
基
、
法
誉
上
人
、
寛
永
七
年(

1630
)

、 

ご
本
尊
、
魚
籃
観
世
音
菩
薩
、 

ご
真
言
、
お
ん 

あ
ろ
り
き
ゃ 

そ
わ
か 

ご
詠
歌
、
身
を
わ
け
て 

救
う
乙
女
の
魚
か
ご
に 

 

誓
の
海
の
深
き
を
ぞ
知
る 

元
和
３
年(1

617
)

頃
に
豊
前
国
中
津
に
あ
る
円
応
寺
に
称

誉
が
建
立
し
た
塔
頭
で
あ
る
魚
籃
院
を
前
身
と
す
る
、
寺
の

創
建
は
承
応
元
年(

1652
)

称
誉
が
現
在
の
地
に
観
音
堂
を
建

て
、
本
尊
を
こ
こ
に
移
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。 

魚
籃
坂
の
中
程
に
あ
る
、
朱
色
の
山
門
が
魅
力
的
な
お
寺

で
す
。 

聞
き
な
れ
な
い
名
称
で
あ
る
御
本
尊
の
「
魚
籃
観
世
音
菩

薩
」
は
、
中
国
で
派
生
し
た
観
音
伝
承
の
一
つ
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
派
生
形
観
音
に
は
、
様
々
な
も
の
が
あ
り
、

観
音
菩
薩
の
三
十
三
化
身
と
し
て
表
さ
れ
ま
す
。 

有
名
ど
こ
ろ
で
は
イ
ン
ド
起
源
の
白
衣
観
音
や
楊
柳
観
音

等
が
あ
り
、
江
戸
観
音
で
は
三
十
一
番
品
川
寺
の
水
月
観
音

も
同
じ
で
す
。 

◆ 

魚
籃
観
音
に
は
興
味
深
い
伝
説
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
昔
、
中
国
が
唐
の
時
代
、
金
沙
羅(

き
ん
し
ゃ
ら)

と
い

う
、
仏
教
信
仰
の
な
か
っ
た
地
方
に
一
人
の
美
し
い
乙
女
が

竹
篭
に
魚
を
入
れ
て
商
い
を
し
て
お
り
ま
し
た
。 

容
姿
だ
け
で
な
く
、
品
行
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
、
地

元
の
人
達
か
ら
求
婚
さ
れ
ま
す
。 

乙
女
は
「
３
日
間
で
法
華
経
一
部
八
巻
を
読
踊
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
方
の
許
に
」
と
答
え
ま
す
。 

こ
れ
を
馬
郎
と
い
う
若
者
が
見
事
に
成
し
遂
げ
、
こ
の
乙

女
を
妻
に
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
嫁
入
り
の
朝
に

乙
女
は
急
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。
悲
し
み
の
葬
儀
か
ら
数
日

後
、
一
人
の
老
僧
が
現
れ
て
村
人
に
こ
う
告
げ
ま
す
。 

「
こ
の
乙
女
こ
そ
、
観
世
音
菩
薩
の
御
化
身
で
、
こ
の
地
に

仏
法
を
お
広
め
な
さ
る
た
め
の
仮
の
姿
で
あ
る
。」 

村
人
が
棺
の
蓋
を
開
け
て
見
る
と
、
中
に
は
金
色
に
輝
く

連
な
っ
た
お
骨
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
馬
郎
は
乙
女
の
姿
を

刻
ん
で
、
長
く
家
に
お
ま
つ
り
し
ま
し
た
。 

こ
の
観
音
の
お
姿
は
、
髪
を
唐
風
の
髷
に
結
ん
だ
美
し
い

乙
女
が
、
右
手
に
魚
を
入
れ
た
竹
籠
を
提
げ
、
左
手
で
裳
裾

を
少
し
引
き
上
げ
て
い
る
態
な
の
だ
そ
う
で
す
。 

馬
郎
の
子
孫
が
こ
の
御
尊
像
を
捧
持
し
て
長
崎
へ
来
た
時
、

法
誉
上
人
に
寄
進
さ
れ
、
後
に
法
誉
上
人
は
、
こ
の
三
田
の

地
に
小
さ
な
庵
を
建
て
尊
像
を
お
ま
つ
り
し
た
の
が
魚
籃
寺

の
始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。 

現
在
の
魚
籃
寺
は
弟
子
の
称
誉
上
人
が
創
建
し
た
も
の
で
す
。 

 
  

 
 
 
 
 
 
 

以
上
、
小
冊
子
か
ら
の
抜
粋
で
す
。 

本
堂
の
賽
銭
箱
に
付
い
て
い
る
寺
紋
は
、
お
魚
の
入
っ
た

竹
篭
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

身
代
わ
り
塩
地
蔵 

魚
籃
寺
境
内
に
は
、
塩
が
大
量
に
供
え
ら
れ
た
「
身
代
わ

り
塩
地
蔵
」
と
い
う
、
変
わ
っ
た
名
の
お
地
蔵
様
が
、
水
子

地
蔵
の
右
後
ろ
に
、
見
る
事
が
出
来
ま
す
。 

昔
、
高
輪
の
海
中
か
ら
出
現
さ
れ
た
そ
う
で
、
塩
を
供
え

て
願
を
掛
け
れ
ば
願
い
事
が
叶
い
、
ま
た
、
人
に
代
わ
っ
て

災
難
を
受
け
て
下
さ
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

当
時
の
お
地
蔵
様
は
海
か
ら
上
が
っ
た
せ
い
で
、
脆
く
て

壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
従
っ
て
、
新
し
く
作
っ
た
の
で
、

そ
れ
ま
で
の
お
地
藏
様
は
、
新
た
な
お
地
蔵
様
の
下
に
埋
め

ら
れ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

 

坂
名 

幽
霊
坂
、
坂
の
両
側
に
寺
院
が
多
く
静
か
な
為
。 

国
道
一
号
か
ら
亀
塚
公
園
迄
。 

 

梧
棲
山
玉
鳳
寺
、 

御
化
粧
延
命
地
蔵
尊
、
俗
称
「
お
し
ろ
い
地
蔵
」
が
幽
霊
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坂
の
山
門
横
に
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
八
丁
堀
の
地
蔵
橋
畔
に
放
置
さ
れ
て
い
た
も
の
を

住
職
格
翁
宗
逸
和
尚
が
修
復
、
ま
た
、
こ
の
地
蔵
が
大
変
泥

に
ま
み
れ
て
い
る
の
を
不
憫
に
感
じ
た
住
職
が
白
粉
を
塗
っ

て
祭
っ
た
と
こ
ろ
、
和
尚
の
顔
面
の
痣(

あ
ざ)

が
消
え
た
の
で

人
々
が
病
気
の
あ
る
と
こ
ろ
と
同
じ
部
分
に
白
粉
を
塗
っ
て

祈
願
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

住
職
同
様
顔
の
痣
や
傷
、
シ
ミ
に
悩
む
人
か
ら
肌
、
特
に

顔
面
を
綺
麗
に
保
ち
た
い
人
、
も
ち
ろ
ん
上
記
以
外
の
願
い

を
持
つ
人
も
連
日
絶
え
る
こ
と
な
く
白
粉
を
地
蔵
に
塗
り
祈

願
し
て
い
く
そ
う
で
す
。 

他
に
宝
塚
歌
劇
団
の
北
原
遥
子(

よ
う
こ)

の
遥
子
観
音
、
美

遥(

び
よ
う)

観
音
像
が
境
内
に
あ
り
ま
す
、 

宝
塚
歌
劇
団
卒
業
生
で
日
本
航
空123

便
墜
落
事
故
犠
牲

者
の
一
人
で
し
た
北
原
遥
子
の
実
家
は
玉
鳳
寺
の
檀
家
で
し

た
、
芸
能
界
で
の
大
い
な
る
前
途
と
ま
だ
24
歳
で
あ
っ
た
人

生
を
絶
た
れ
た
北
原
を
偲
ん
で
建
立
し
た
像
で
す
。 

 

観
覚
光
音
禅
師
の
故
郷
の
近
く
に
あ
る
御
巣
鷹
山
で
は
、

坂
本
九
さ
ん
も
犠
牲
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

坂
名 

聖(

ひ
じ
り)

坂
、
高
野
聖
が
開
い
た
坂
と
い
わ
れ
る
。 

 

第
廿
六
番
、
周
光
山
長
寿
院
済
海
寺
、
浄
土
宗 

(

し
ゅ
う
こ
う
さ
ん 

ち
ょ
う
じ
ゅ
い
ん 

さ
い
か
い
じ)

、 

開
基
は
念
無
上
人
、
元
和
七
年(

1621
)

創
建
、 

ご
本
尊
、
亀
塚
正
観
世
音
菩
薩
、 

ご
真
言
、
お
ん 

あ
ろ
り
き
ゃ 

そ
わ
か 

ご
詠
歌
、
昔
よ
り 

た
つ
と
も
し
ら
ぬ 

い
ま
く
ま
の 

 
 
 
 
 
 
 

ほ
と
け
の
ち
か
ひ 

あ
ら
た
な
り
け
り 

寛
永
２
年(1

625
)

牧
野
駿
河
守
の
後
援
に
よ
っ
て
念
無
聖

が
、
浄
土
宗
の
寺
院
と
し
て
創
建
、
こ
れ
に
よ
り
牧
野
家
の

菩
提
寺
と
な
り
ま
し
た
。 

寛
文
５
年(1

665
)

松
山
藩
２
代
藩
主
松
平
隠
岐
守
定
頼
公

が
江
戸
藩
邸
の
三
田
中
屋
敷
で
急
死
、
遺
体
は
藩
邸
近
く
に

あ
る
浄
土
宗
済
海
寺
で
荼
毘
に
伏
さ
れ
礼
拝
所
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
公
の
遺
骨
は
国
許
の
菩
提
寺
、
大
林
寺
へ
埋
葬
、

霊
廟
が
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
済
海
寺
は
牧
野
家
と
松

平
家
の
菩
提
寺
と
な
り
ま
し
た
。 

四
国
伊
予
松
山
藩
か
ら
は
金
二
十
五
両
、
住
職
へ
は
金
百

疋
、
霊
位
守
へ
も
金
百
疋
が
寄
進
さ
れ
て
い
ま
す
。  

幕
末
に
は
、
江
戸
五
宿
寺
の
ひ
と
つ
で
し
た
。 

丁
寧
に
案
内
さ
れ
た
本
堂
内
の
豪
華
さ
に
少
し
圧
倒
さ
れ

つ
つ
も
、
右
側
に
安
置
さ
れ
た
札
所
御
本
尊
の
亀
塚
観
音
に

進
む
と
、
そ
こ
に
安
置
さ
れ
て
い
た
の
は
、
こ
じ
ん
ま
り 

と

し
た
造
り
な
が
ら
、
霊
亀
の
上
に
立
っ
て
お
ら
れ
る
観
音
様

と
い
う
珍
し
い
お
姿
の
観
音
さ
ま
で
し
た
。
帰
り
が
け
に
頂

い
た
由
緒
書
き
に
は
面
白
い
由
来
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
、

か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
し
ま
す
、 

◆ 

こ
の
寺
は
、
更
級
日
記
に
書
か
れ
て
い
る
伝
説
の
寺
、

竹
芝
寺
の
跡
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

千
数
百
年
前
、
武
蔵
国
竹
芝
郷
の
若
者
が
御
所
の
衛
士
に

徴
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
こ
の
若
者
と
皇
女
が
あ
る
き
っ
か
け
で
東
国
へ
駆
け
落

ち
し
ま
す
。
追
っ
手
が
掛
か
る
が
、
皇
女
が
「
前
世
か
ら
の

約
束
事
、
決
し
て
帰
ら
な
い
」
と
帝
に
伝
え
る
と
、
や
が
て

帝
も
許
し
武
蔵
国
か
ら
上
が
る
収
入
を
若
者
に
与
え
た
。 

若
者
は
立
派
な
邸
を
立
て
て
皇
女
を
住
ま
わ
せ
ま
す
。 

そ
の
子
孫
が
武
蔵
の
姓
を
名
乗
る
。
や
が
て
皇
女
が
亡
く

な
る
と
、
こ
の
邸
は
寺
と
な
り
こ
れ
が
竹
芝
寺
だ
と
い
う
。 

竹
芝
寺
は
、
徳
川
時
代
に
観
音
堂
一
宇
を
残
す
の
み
と
な

り
、
そ
の
観
音
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
の
が
亀
塚
観
音
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
亀
塚
観
音
は
江
戸
時
代
の
作
で
二
代
目
だ
そ
う
で
、

初
代
は
江
戸
大
火
で
お
寺
と
も
に
残
念
な
が
ら
類
焼
し
た
そ

う
で
す
。 

フ
ラ
ン
ス
公
使
館
跡
地
、 

安
政
五
年(1

858
)

に
日
本
最
初
の
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
が
設

置
さ
れ
て
い
た
場
所
で
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

亀
塚
公
園 

 

竹
芝
伝
説
の
竹
柴
の
衛
士
の
宅
地
に
あ
っ
た
酒
壷
の
下
に

住
ん
だ
霊
亀
を
土
地
の
人
が
神
に
祀
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。 

縄
文
時
代
の
住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
は
上
野
沼
田
藩
土
岐
伊
勢
守
、
下
屋
敷
で
明
治

維
新
後
は
皇
族
華
頂
宮
家
が
日
本
橋
浜
町
の
元
諏
訪
藩
邸
跡

か
ら
此
処
に
移
る
。 

大
正
13
年
同
宮
家
断
絶
後
は
一
時
期
内
大
臣
邸
と
な
っ

た
が
昭
和
８
年
建
物
は
壊
さ
れ
、
昭
和
20
年
に
は
空
襲
に
よ

り
庭
園
は
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
昭
和
27
年
港
区
立
亀
塚
公
園
と
し
て
開
園
さ
れ
た
。 

 

御
田
八
幡
神
社 

御
祭
神
、
誉
田
別
尊
命(

ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と)

主
祭
神 

天
児
屋
根
命(

あ
め
の
こ
や
ね
の
み
こ
と) 

武
内
宿
禰
命(

た
け
の
う
ち
す
く
ね
の
み
こ
と) 

和
銅
２
年(

709)

８
月
、
東
国
鎮
護
の
神
と
し
て
牟
佐
志
国

牧
岡
の
地
に
祀
ら
れ
た
の
に
始
ま
り
ま
す
。 
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寛
弘
７
年(

1011
)

、
武
蔵
国
御
田
郷
久
保
三
田
に
遷
座
し
、

嵯
峨
源
氏
渡
辺
一
党
の
氏
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ
た
。 

延
喜
式
神
名
帳
に
は
「
武
蔵
国
荏
原
郡 

稗
田
神
社(

ひ
え
だ

じ
ん
じ
ゃ)

」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、「
延
喜

式
内
稗
田
神
社
」
は
、
大
田
区
蒲
田
の
薭
田
神
社
、
東
六
郷

の
六
郷
神
社
も
論
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

徳
川
家
康
の
江
戸
城
入
城
の
際
に
奇
瑞
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
現
在
地
で
あ
る
荏
原
郡
上
高
輪
村
海
岸
を
開
拓
し
て
社

殿
を
造
営
し
、
寛
文
２
年(166

2)
８
月
に
遷
座
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
寛
文
８
年
２
月
の
大
火
に
よ
り
社
殿
は
全

焼
、
仮
殿
が
伊
皿
子
坂
薬
師
寺
に
置
か
れ
た
。 

寛
文
12
年
８
月
に
社
殿
が
再
建
さ
れ
再
度
遷
座
さ
れ
た
。 

慶
応
元
年(1

865
)

に
神
祇
官
に
よ
り
延
喜
式
記
載
の
「
稗

田
神
社
」
に
改
称
、
明
治
５
年(

1874
)

に
「
三
田
八
幡
神
社
」

に
改
称
し
、
郷
社
に
列
し
て
い
ま
し
た
。 

明
治
30
年(18

97)

に
「
御
田
八
幡
神
社
」
に
復
す
。 

昭
和
20
年
の
東
京
大
空
襲
で
寛
文
12
年
造
営
の
社
殿
が

焼
失
し
、
戦
後
の
昭
和
29
年
に
復
興
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

元
和
の
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
碑 

芝
口
札
の
辻 

元
和
９
年(

1623
)

12
月
４
日
、
デ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
神
父
、

ガ
ル
ベ
ス
神
父
、
ジ
ョ
ア
ン
原
主
水
を
は
じ
め
と
す
る
50
人

が
火
刑
に
よ
っ
て
殉
教
し
ま
し
た
。 

現
在
の
札
の
辻
交
差
点
に
な
る
芝
口
札
の
辻
は
東
海
道
か

ら
江
戸
へ
の
正
面
入
り
口
で
、
高
札
場
で
あ
っ
た
た
め
、
多

く
の
人
が
江
戸
に
入
る
た
め
に
通
過
し
ま
し
た
。
小
高
い
丘

と
な
っ
て
い
た
こ
の
地
で
処
刑
さ
れ
た
の
は
、
見
せ
し
め
の

た
め
で
し
た
。 

 

同
年
同
月
、
殉
教
者
の
妻
と
子
ど
も
達
の
24
人
が
、
同
じ

よ
う
に
市
中
を
引
き
回
し
さ
れ
た
上
、
ほ
ぼ
同
じ
場
所
で
処

刑
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
匿
っ
た
人
達
13

人
も
処
刑
さ
れ
た
と
云
い
ま
す
。 

 

キ
リ
シ
タ
ン
の
６
人
が
火
刑
、
17
人
が
斬
首
、
２
人
が
磔

刑
で
し
た
。 

芝
口
札
の
辻
で
の
殉
教
者
は
次
の
通
り
で
す
。 

 
 

寛
永
元
年(16

24)

６
月
12
日 

18
人
が
処
刑
。 

 
 

寛
永
６
年(16

30)

１
人
が
鋸
刑(

き
ょ
け
い) 

 
 

寛
永
８
年(16

32)

６
人
が
火
刑
、
１
人
が
斬
首
。 

 
 

寛
永
15
年(

1639
)

６
人
が
磔
刑
、
14
人
が
斬
首
。 

 
 

寛
永
17
年(
1640

)

神
父
２
人
が
火
刑
。 

 

こ
の
地
は
長
く
不
浄
の
地
と
さ
れ
、
人
び
と
が
住
み
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
約150

年
後
の
明
和
年
間
に
智
福
寺
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
智
福
寺
は
現
在
の
済
海
寺
の
下
に
あ
っ
た
と

さ
れ
る
が
、
後
に
練
馬
区
に
移
転
し
た
と
い
い
ま
す
。 

『
智
福
寺
開
山
一
空
上
人
略
伝
記
』
に
は
、「
こ
の
地
が
処
刑

地
で
長
い
間
空
地
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
寺
を
建
て
と

る
こ
と
で
罪
人
が
浮
か
ば
れ
る
」
と
考
え
た
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。 

 

第
二
十
一
番 

三
縁
山
増
上
寺
、
西
向
観
音
堂 

浄
土
宗
大
本
山 

御
本
尊
、
阿
弥
陀
如
来 

札
所
本
尊
、
西
向
聖
観
世
音
菩
薩 

ご
真
言
、
お
ん 

あ
ろ
り
き
ゃ 

そ
わ
か 

ご
詠
歌
、
あ
り
が
た
や 

西
向
観
音
に
詣
る
身
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

現
世
安
穏 

後
生
極
楽 

増
上
寺
は
、
明
徳
４
年(1

393

）
浄
土
宗
第
八
祖
聖
聡
上
人

の
開
基
に
よ
り
開
か
れ
た
寺
院
で
、
開
山
当
初
は
現
在
の
千

代
田
区
平
河
町
付
近
に
あ
っ
た
が
、
徳
川
家
康
公
の
帰
依
を

受
け
日
比
谷
に
移
転
し
た
後
、
慶
長
３
年(159

8

）
江
戸
城
の

拡
張
に
伴
い
現
在
地
に
移
り
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
、
徳
川
家
の
菩
提
寺
と
し
て
隆
盛
を
極
め
、
関

東
十
八
壇
林
の
主
座
を
つ
と
め
る
な
ど
、
京
都
知
恩
院
に
並

ぶ
位
置
を
占
め
て
い
ま
し
た
。 

大
門 浜

松
町
駅
北
口
付
近
か
ら
延
び
て
い
た
参
道
に
建
つ
総
門

で
、
現
在
で
も
そ
の
名
残
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
門
が
建

っ
て
い
る
名
所
。
駅
名
や
地
名
に
も
大
門
の
名
が
見
ら
れ
る
。 

三
門 大

門
か
ら
更
に
参
道
を
進
む
と
、
大
き
な
朱
漆
塗
の
門
が

出
て
く
る
。
門
が
大
き
い
の
で
、
大
門
と
誤
解
す
る
人
が
い

る
が
、
こ
ち
ら
は
三
門
造
り
で
す
。 

三
門
は
正
式
名
称
を
三
解
脱
門
と
も
言
う
、
三
つ
の
煩
悩

を
解
脱
す
る
の
だ
そ
う
だ
。 

五
間
三
戸
の
入
母
屋
造
り
楼
門
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
上
層
に
は
釈
迦
三
尊
像
と
十
六
羅
漢
像

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。  

大
殿 昭

和
49
年
に
再
建
し
た
本
堂
と
根
本
道
場
な
ど
の
機
能

を
有
す
る
堂
宇
で
、
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
と
宗
祖
法
然
上
人

な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

安
国
殿 

大
殿
の
右
に
建
つ
安
国
殿
は
、
家
康
公
が
深
く
尊
崇
し
た

と
い
う
恵
心
僧
都
作
と
伝
わ
る
秘
仏
黒
本
尊
を
祀
る
。 

黒
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
像
で
、
厄
除
や
勝
運
の
ご
利
益
が

あ
る
と
し
て
、
多
く
の
参
詣
客
を
集
め
て
い
ま
す
。 

増
上
寺
の
納
経
印
は
こ
の
中
で
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
る
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が
、「
江
戸
観
音
霊
場
第
二
十
一
番
の
御
朱
印
」
と
告
げ
な
い

と
、
増
上
寺
の
御
朱
印
に
な
る
の
で
、
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。 

 

江
戸
三
十
三
観
音
札
所
の
観
音
堂 

札
所
本
尊
の
西
向
聖
観
音
を
祀
る
お
堂
で
、
本
尊
阿
弥
陀

如
来
は
東
向
き
な
の
に
対
し
、
こ
の
観
音
様
は
西
向
き
に
立

っ
て
お
ら
れ
る
。 

徳
川
家
霊
廟 

安
国
殿
の
後
ろ
に
は
徳
川
将
軍
家
の
墓
所
が
あ
る
。 

固
く
閉
ざ
さ
れ
た 

「
鋳
抜
門(

い
ぬ
き
も
ん)
」 

と
呼
ば
れ
る

門
が
あ
り
、
中
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
年
に
７
回

ほ
ど
公
開
さ
れ
る
日
が
あ
る
。 

廟
所
に
は
15
人
の
将
軍
の
内
、
二
代
将
軍
秀
忠
公
を
は
じ

め
と
す
る
６
人
の
将
軍
の
墓
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

四
菩
薩
像 

徳
川
家
霊
廟
前
に
普
賢
や
地
蔵
、
虚
空
蔵
や
弥
勒
の
四
菩

薩
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
嘉
２
年(1

258

）
の
作
で
あ
る

と
看
板
に
記
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
元
々
は
境
内
奥
の
地
蔵

山
に
安
置
さ
れ
て
い
た
像
を
移
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。 

鐘
楼
堂 

三
門
を
入
っ
て
右
側
に
建
つ
鐘
楼
堂
は
、
戦
後
に
再
建
さ

れ
た
堂
で
す
が
、
建
立
当
初
の
堂
は
寛
永
３
年(16

33)

の
も

の
で
し
た
。
鐘
楼
堂
に
下
が
る
梵
鐘
は
、
延
宝
元
年
（167

3

）

に
鋳
造
さ
れ
た
重
量
約
15
ト
ン
の
大
梵
鐘
で
、
上
野
寛
永
寺

や
浅
草
寺
と
と
も
に
、
江
戸
三
大
梵
鐘
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

元
旦
の
零
時
か
ら
一
般
の
人
も
鐘
を
突
け
る
の
で
す
が
、

12
月
１
日
に
整
理
券
が
配
ら
れ
、
１
人
二
千
円
要
で
す
。 

 

山
門
内
陣
の
御
開
帳
広
告
、
釈
迦
三
尊
と
十
六
羅
漢
像
の

修
復
の
た
め
公
開
さ
れ
、
拝
観
料
は
五
百
円
で
し
た
。 

記
念
に
「
増
上
寺
の
竹
製
の
し
を
り
を
頂
い
た
。 

 

寛
永
９(

1632
)

年
１
月
、
増
上
寺
第
17
代
貫
主
の
照
譽
了

学(

し
ょ
う
よ 

り
ょ
う
が
く)

は
、
取
手
弘
経
寺
の
住
職
で
も
あ

り
ま
し
た
。
北
小
金
東
漸
寺
貫
主
な
の
で
す
が
、
徳
川
秀
忠

が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
際
は
、
大
導
師
と
し
て
葬
儀
を
執

り
行
い
ま
し
た
。 

 

第
二
十
八
番
、
勝
林
山
金
地
院(

こ
ん
ち
い
ん) 

臨
済
宗
南
禅
寺
派
、
同
派
の
東
京
支
院 

札
所
本
尊
、
御
本
尊
と
も
に
、
聖
観
世
音
菩
薩 

ご
真
言
、
お
ん 

あ
ろ
り
き
ゃ 

そ
わ
か 

ご
詠
歌
、
そ
の
か
み
の 

祇
園
精
舎
を 

名
に
お
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

寺
の
み
ほ
と
け 

お
が
む
う
れ
し
さ 

入
口
に
「
臨
済
宗
金
地
禅
院
」
と
彫
ら
れ
た
大
き
な
石
標

と
、
江
戸
三
十
三
観
音
札
所
二
十
八
番
」
と
彫
ら
れ
た
少
し

小
さ
め
の
石
標
が
立
っ
て
い
ま
す
。 

入
口
か
ら
本
堂
が
見
え
る
が
、
お
寺
ら
し
い
雰
囲
気
の
建

物
で
は
な
い
の
で
、
石
標
を
目
印
に
訪
れ
る
と
よ
い
。 

金
地
院
の
創
建
は
、
元
和
５
年(1

619
)

で
、
当
初
は
江
戸

城
田
安
門
内
に
あ
り
、
現
在
の
地
に
移
転
し
た
の
は
、
寛
永

15
年(1

638

）、
三
大
将
軍
家
光
公
の
命
に
よ
る
も
の
で
す
。 

江
戸
名
所
図
会
に
描
か
れ
て
い
る
金
地
院
を
見
る
と
、
広

大
な
寺
領
に
本
堂
や
方
丈
等
々
大
き
な
伽
藍
を
有
し
て
い
た

の
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
天
明
６
年(

1786
)

、
文
化
８
年

(
1811

)

と
、
二
度
の
火
災
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
伽
藍
を
焼
失

し
た
と
い
い
ま
す
。 

更
に
、
昭
和
20
年
の
東
京
大
空
襲
に
よ
り
全
て
を
焼
失
し

て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
、
現
在
あ
る
本
堂
は
、
本
尊
聖
観

世
音
菩
薩
と
共
に
昭
和
29
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

東
京
タ
ワ
ー
も
こ
の
焼
け
跡
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
、

当
初
の
寺
域
の
広
さ
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
伺
揺
れ

ま
す
。 

金
地
院
は
臨
済
宗
南
禅
寺
派
に
属
す
る
寺
院
で
禅
宗
の
お

寺
で
す
、
石
標
に
刻
ま
れ
た
「
世
外
勝
境
」
俗
世
間
を
は
な

れ
た
景
色
の
良
い
所
、
と
、
文
字
か
ら
雰
囲
気
は
伝
わ
る
。 

八
角
形
を
し
た
洋
風
の
本
堂
に
は
カ
ー
ポ
ー
ト
の
よ
う
な

テ
ン
ト
張
り
の
向
拝
が
付
し
て
あ
り
、
禅
宗
様
式
で
す
が
、

建
物
に
マ
ッ
チ
し
て
い
て
好
印
象
な
雰
囲
気
が
あ
る
。 

宝
珠
の
代
わ
り
な
の
だ
ろ
う
か
、
屋
根
の
頂
点
に
は
針

金
？
で
造
ら
れ
た
丸
い
装
飾
が
載
っ
て
い
ま
す
。 

金
地
院
か
ら
見
た
東
京
タ
ワ
ー 

本
堂
の
参
拝
を
終
え
て
階
段
を
下
り
て
正
面
を
見
る
と
、

迫
る
よ
う
に
東
京
タ
ワ
ー
が
見
え
ま
す
。 

門
を
入
っ
た
境
内
の
右
手
は
小
さ
な
庭
園
に
な
っ
て
い
る
。

季
節
の
草
花
も
植
え
ら
れ
て
い
て
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た

お
庭
が
あ
る
の
で
腰
を
掛
け
て
、
し
ば
し
花
と
東
京
タ
ワ
ー

を
眺
め
て
観
る
の
も
良
い
か
も
・
・
。 

ま
た
、
タ
ワ
ー
の
展
望
台
か
ら
金
地
院
の
建
つ
方
角
を
眺

め
、
今
は
小
さ
な
金
地
院
境
内
が
、
そ
の
昔
は
東
京
タ
ワ
ー

を
含
め
た
大
伽
藍
で
あ
っ
た
こ
と
。
更
に
右
隣
に
は
、
現
在

で
も
大
伽
藍
を
有
す
る
増
上
寺
と
肩
を
並
べ
い
た
寺
院
で
あ

っ
た
と
想
像
す
る
と
、
東
京
タ
ワ
ー
展
望
台
に
寄
っ
て
み
た

く
な
り
ま
せ
ん
か
。 

 

坂
名 

切
通
坂
、
別
名 

手
ま
り
坂
、 

 
 
 

手
ま
り
坂
の
由
来
に
つ
い
て
は
記
事
無
し
。 
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幸
稲
荷
神
社
、 

ご
祭
神
、
伊
弉
諾
命
と
伊
弉
冉
命
、
倉
稲
魂
神(

う
か
の
み
た
ま 

の
か
み)

は
五
穀
豊
穣
を
つ
か
さ
ど
る
。 

幸
稲
荷
神
社
天
徳
寺
か
ら
金
地
院
へ
来
る
途
中
、
東
京
都

水
道
局
芝
給
水
所
の
前
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。 

江
戸
初
期
の
寛
永
年
間
に
府
内
古
社
十
三
社
に
定
め
ら
れ
、 

東
京
で
も
最
も
古
い
神
社
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

創
立
は
時
代
を
更
に
さ
か
の
ぼ
る
応
永
元
年(13

94
)

四
月
、 

現
在
の
芝
大
門
芝
公
園
十
号
地
で
あ
る
武
蔵
国
豊
島
群
岸
之

村
の
鎮
守
と
し
て
勧
請
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

古
く
か
ら
、
こ
の
付
近
は
鎌
倉
街
道
に
あ
た
り
、
人
々
の

往
来
も
盛
ん
で
、
郭
公
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
、 
江
戸
時

代
に
い
た
っ
て
境
内
に
は
講
談
寄
席
、
大
弓
場
、
水
茶
屋
等

が
常
設
さ
れ
非
常
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。 

社
号
は
、
初
め
岸
之
稲
荷
と
称
せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

氏
子
や
信
者
中
に
幸
事
が
続
出
し
た
た
め
い
つ
の
頃
か
ら
か
、 

幸
稲
荷
神
社
と
尊
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

旧
芝
浄
水
場
の
遺
構
と
芝
給
水
所 

 

サ
ッ
カ
ー
場
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
切
通
坂
に
面
し
た
部

分
に
遺
構
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

芝
給
水
所
は
、
信
濃
小
諸
藩
主 

牧
野
遠
江
守
康
済
の
屋

敷
跡
地
に
、
芝
給
水
工
場
と
し
て
明
治2

9

年(
1896

)

８
月
に

竣
功
、
明
治3

1

年12

月
に
淀
橋
浄
水
場
か
ら
浄
水
を
受
け

給
水
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
現
在
稼
働
中
。 

 

こ
の
給
水
所
は
、
淀
橋
浄
水
場
、
本
郷
給
水
工
場
と
共
に
、

東
京
近
代
水
道
の
始
ま
り
と
な
っ
た
施
設
で
、
そ
の
後
約
百

年
に
わ
た
り
、
関
東
大
震
災
や
戦
災
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、

東
京
都
民
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
水
を
送
り
続
け
て
き
ま

し
た
。
旧
芝
給
水
所
は
煉
瓦
造
り
で
あ
り
、
東
京
に
お
け
る

近
代
水
道
創
設
当
時
の
高
い
土
木
技
術
を
物
語
る
文
化
的
技

術
的
遺
産
で
す
。 

 

第
廿
番
、
光
明
山
和
合
院
天
徳
寺
、
浄
土
宗 

御
本
尊
、
阿
弥
陀
如
来 

札
所
御
本
尊 

聖
観
世
音
菩
薩 

ご
真
言
、
お
ん 

あ
ろ
り
き
ゃ 

そ
わ
か 

ご
詠
歌
、
お
ぼ
ろ
夜
の 

そ
ら
あ
き
ら
け
き
寺
の
内 

 
 
 
 
 
 
 
 

心
に
か
か
る 

雲
と
て
も
な
し 

天
徳
寺
は
、
江
戸
時
代
に
は
江
戸
浄
土
宗
四
ヶ
寺
の
一
つ

と
し
て
寺
格
も
高
く
、
愛
宕
山
西
側
一
帯
を
寺
域
と
す
る
ほ

ど
の
大
き
な
寺
院
で
あ
っ
た
ら
し
い
。 

創
建
は
天
文
２
年(

1533
)

と
古
く
、
江
戸
城
紅
葉
山
に
庵

を
開
い
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、
後
の
天
正
13
年(1

585

）

霞
ヶ
関
に
移
転
、
更
に
江
戸
城
拡
張
の
た
め
、
慶
長
16
年

(
1611

）
現
在
地
に
移
転
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

門
前
の
左
側
に
は
「
西
之
窪
観
音
」
と
刻
ま
れ
た
石
標
が

建
っ
て
い
る
。
中
に
入
る
と
、
そ
こ
は
多
く
の
樹
木
に
覆
わ

れ
た
境
内
で
、
右
手
に
本
堂
か
庫
裏
ら
し
き
木
造
の
建
物
が

建
っ
て
い
る
が
仮
本
堂
だ
そ
う
で
す
。 

天
徳
寺
は
呆
れ
る
ほ
ど
火
災
に
遭
っ
て
い
ま
す
。 

元
和
三
年
，
明
和
三
年
，
安
永
元
年
，
嘉
永
三
年
，
明
治

八
年
と
５
度
も
あ
り
、
更
に
大
正
12
年(192

3

）
の
関
東
大
震

災
に
よ
り
再
び
堂
宇
を
焼
失
し
て
い
る
。 

そ
の
直
後
に
建
て
た
仮
本
堂
が
、
現
在
の
堂
宇
で
す
。 

堂
内
左
端
に
札
所
本
尊
の
聖
観
音
が
祀
ら
れ
て
あ
っ
た
。 

お
詣
り
を
済
ま
せ
、
仮
本
堂
で
納
経
印
を
お
願
い
す
る
。 

本
堂
は
、
境
内
西
側
奥
に
二
層
八
角
の
堂
宇
が
建
っ
て
い

る
。
扉
が
閉
ざ
さ
れ
、
堂
内
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
正
面
に
「
天
徳
寺
」
の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

平
成
17
年
に
新
築
さ
れ
、
八
角
形
の
頂
点
に
は
鬼
瓦
が
載

せ
ら
れ
、
そ
の
鬼
が
口
を
開
け
て
威
嚇
し
て
い
る
。 

鐘
楼
が
仮
本
堂
と
相
対
し
た
位
置
に
あ
り
、
本
堂
と
イ
メ

ー
ジ
を
統
一
し
た
の
か
、
こ
れ
ま
た
奇
抜
な
デ
ザ
イ
ン
で
、

ド
ー
ム
型
の
よ
う
な
十
二
角
形
を
し
た
屋
根
で
あ
る
。 

平
成
19
年
の
建
立
と
あ
る
か
ら
、
ま
だ
新
し
い
鐘
楼
だ
が
、

梵
鐘
は
古
く
、
寛
永
12
年
（16

35

）
に
鋳
造
さ
れ
た
梵
鐘
で
、

二
十
三
区
内
に
現
存
す
る
梵
鐘
と
し
て
は
最
古
の
も
の
だ
そ

う
で
す
。 

門
を
入
っ
た
左
手
に
２
基
の
墓
石
と
石
仏
三
体
が
立
っ
て

い
る
。
墓
は
高
芙
蓉(

こ
う
ふ
よ
う)1

722

～178
4

と
河
井
筌
廬

(

せ
ん
ろ)18

71

～1
945

の
墓
で
、
と
も
に
篆
刻
家(

て
ん
こ
く

か)

＝
画
家
で
し
た
。 

高
芙
蓉 

富
士
川
望
富
嶽
図 

十
八
世
紀 

紙
本
墨
画 

 

愛
宕
神
社
と
元NHK

放
送
局 

江
戸
時
代
か
ら
都
内
で
一
番
高
い
標
高
26
ｍ
の
愛
宕
山

は
信
仰
と
、
山
頂
か
ら
の
江
戸
市
街
の
景
観
の
素
晴
ら
し
さ

で
有
名
な
場
所
で
し
た
。『
鉄
道
唱
歌
』
の
第
１
番
に
も
「
愛

宕
の
山
」
と
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。 

山
上
に
あ
る
愛
宕
神
社
は
、
も
と
は160

3

年
に
こ
れ
か
ら

建
設
さ
れ
る
江
戸
の
防
火
の
た
め
に
徳
川
家
康
の
命
で
祀
ら

れ
た
神
社
で
し
た
が
、「
天
下
取
り
の
神
」、「
勝
利
の
神
」
と

し
て
も
知
ら
れ
、
各
藩
の
者
た
ち
は
地
元
へ
祭
神
の
分
霊
を

持
ち
帰
り
各
地
で
愛
宕
神
社
を
祀
り
ま
し
た
。 

桜
田
門
外
の
変
で
井
伊
直
弼
を
襲
っ
た
水
戸
藩
の
浪
士
達

も
、
こ
こ
で
成
功
を
祈
願
し
て
か
ら
江
戸
城
へ
向
か
っ
た
と
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さ
れ
て
い
ま
す｡ 

ま
た
、NH

K

の
前
身
の
一
つ
で
あ
るJOA

K

、
社
団
法
人
東

京
放
送
局
は
、
こ
の
愛
宕
山
に
放
送
局
を
置
き
、
大
正
14
年

(
1925

)

７
月
の
本
放
送
か
ら
昭
和
13
年
のN

HK

東
京
放
送
会

館
へ
の
移
行
ま
で
、
こ
こ
か
ら
電
波
を
発
信
さ
れ
ま
し
た
。 

太
平
洋
戦
争
敗
戦
直
後
の

19
45

年
８
月
17
日
、
降
伏
に

反
対
す
る
「
尊
攘
同
志
会
」
の
会
員
ら
が
山
に
篭
城
、
全
国

に
決
起
を
呼
び
か
け
た
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
愛
宕
山
事
件
。 

昭
和
25
年
２
月
か
らVHF3

ch
でNHK

テ
レ
ビ
の
試
験
放

送
電
波
を
送
信
開
始
。195

2

年
12
月
５
日
に
サ
ー
ビ
ス
放
送

を
開
始
。195

3

年
２
月
に
本
放
送
が
開
始
さ
れ
、19

58

年
12

月
23
日
ま
でNHK

東
京
テ
レ
ビ
の
送
信
所
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。 

現
在
は
高
層
ビ
ル
が
林
立
し
た
た
め
、
か
つ
て
の
よ
う
な

見
晴
ら
し
は
な
く
な
っ
た
が
、
大
木
な
ど
に
よ
る
緑
の
豊
か

さ
は
変
わ
ら
な
い
。 

歴
史
あ
る
曹
洞
宗
青
松
寺
、
愛
宕
神
社
、NH

K

放
送
博
物

館
、
虎
ノ
門
、
神
谷
町
、
霞
が
関
や
汐
留
な
ど
の
高
層
ビ
ル

群
が
存
在
す
る
、
現
在
の
東
京
を
象
徴
す
る
風
景
を
見
せ
て

い
ま
す
。 

愛
宕
神
社
の
男
坂
は
出
世
の
石
段 

寛
永
11
年
１
月
28
日(163

4/2)

、
徳
川
秀
忠
の
三
回
忌

と
し
て
増
上
寺
参
拝
の
帰
り
、
徳
川
家
光
が
山
上
に
あ
る
梅

が
咲
い
て
い
る
の
を
見
て
、 

「
梅
の
枝
を
馬
で
取
っ
て
く
る
者
は
い
な
い
か
」
と
言
っ
た

と
こ
ろ
、
讃
岐
丸
亀
藩
の
家
臣
曲
垣
平
九
郎
が
見
事
馬
で
石

段
を
駆
け
上
が
っ
て
枝
を
取
っ
て
く
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ

の
者
は
馬
術
の
名
人
と
し
て
全
国
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
た
、

と
い
う
逸
話
か
ら
来
て
い
ま
す
。 

講
談
や
浪
曲
の
定
番
「
寛
永
三
馬
術
」
に
よ
り
、
以
降
、

出
世
の
石
段
を
馬
で
登
っ
た
成
功
例
は
今
ま
で
に
３
例
し
か

存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。 

一
、
仙
台
藩
で
馬
術
指
南
役
を
務
め
、
廃
藩
後
曲
馬
師
を
し

て
い
た
石
川
清
馬
で
、
師
の
四
戸
三
平
が
挑
み
、
果
た
せ

な
か
っ
た
出
世
の
石
段
登
頂
を

188
2

年
に
自
ら
が
成
功

さ
せ
、
こ
れ
に
よ
り
石
川
家
は
徳
川
慶
喜
よ
り
葵
の
紋
の

使
用
を
許
さ
れ
た
。 

二
、
参
謀
本
部
馬
丁
の
岩
木
利
夫
で
、192

5

年
11
月
８
日
、

愛
馬
平
形
の
引
退
記
念
と
し
て
挑
戦
し
、
観
衆
が
見
守
る

中
成
功
さ
せ
た
。
上
り
は
１
分
ほ
ど
で
駆
け
上
が
っ
た
が
、

下
り
は
45
分
を
要
し
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
模
様
は
山
頂
の
東
京
放
送
局
に
よ
っ
て
放
送
さ
れ
、 

日
本
初
の
生
中
継
と
さ
れ
る
、
昭
和
天
皇
の
耳
に
も
入
り
、 

結
局
平
形
は
陸
軍
騎
兵
学
校
の
将
校
用
乗
馬
と
し
て
使
わ 

れ
続
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

三
、
馬
術
の
ス
タ
ン
ト
マ
ン
渡
辺
隆
馬
。 

1
982

年
日
本
テ
レ
ビ
の
特
別
番
組
『
史
実
に
挑
戦
』
に

お
い
て
、
安
全
網
や
命
綱
、
保
護
帽
な
ど
の
安
全
策
を

施
し
た
上
で
32
秒
で
登
頂
し
ま
し
た
。  

 

虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ 

多
様
な
都
市
機
能
を
徒
歩
圏
内
に
備
え

た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ 

東
京
を
代
表
す
る
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
認
知
さ

れ
ま
し
た
、2014

年
６
月
開
業
の
森
タ
ワ
ー
に
続
き
、20

20

年
１
月
、
２
番
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
タ

ワ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に202

2

年
１
月
に
は
、
森
タ
ワ
ー
の
南
側
で
住
宅
を

中
心
と
し
た
、
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
タ
ワ
ー
が
誕
生
。
そ
し
て
、

桜
田
通
り
を
挟
ん
だ
西
側
で
は
、2020

年
６
月
に
開
業
し
た

日
比
谷
線
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
駅
と
一
体
開
発
し
た
、
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
タ
ワ
ー
が2

023

年
10
月
に
開
業
し
ま
し
た
。 

森
タ
ワ
ー
を
除
く
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
い
ず
れ
も
国

家
戦
略
特
区
事
業
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

異
次
元
の
ス
ピ
ー
ド
と
ス
テ
ー
ジ
で
虎
ノ
門
エ
リ
ア
が
進
化

し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
等
全
て
が
完
成
「
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
」
は
区
域
面
積
約

7
.5ha

、
延
床
面
積
約80

万m²

に
拡
大
。 

オ
フ
ィ
ス
総
貸
室
面
積
約30

万m
²

、
住
宅
数
約7

30

戸
、

ホ
テ
ル
約370

室
、
商
業
施
設
約1

70

店
、
情
報
発
信
拠
点

を
中
心
と
す
る
多
機
能
複
合
都
市
と
な
り
ま
し
た
。 

 

石
灰
質
角
礫
岩
、
さ
ざ
れ
石 

 

文
部
省
庁
舎
庭 

石
灰
石
が
雨
水
に
溶
解
し
て
そ
の
石
灰
分
を
含
ん
だ
水
が

時
に
は
粘
着
力
の
強
い
乳
状
態
と
な
り
地
下
で
小
石
を
集
結

し
て
大
き
く
な
る
。 

 

や
が
て
そ
の
石
が
地
上
に
出
て
、
国
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る

よ
う
に
、
千
代
、
八
千
代 

年
を
過
ぎ
て
さ
ざ
れ
石
巖
と
な

り
て
苔
の
む
す
、
そ
の
景
観
誠
に
目
出
度
い
石
で
す
。 

 

特
に
こ
の
石
は
国
歌
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
る
岐
阜
県
揖
斐

郡
春
日
村
の
山
中
に
あ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
集
結
の
過
程
状

態
は
こ
の
石
を
一
見
し
て
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

春
日
村
は
現
在
合
併
に
よ
り
揖
斐
川
町
と
い
い
ま
す
。 

帰
路
の
常
磐
線
へ
の
乗
換
「
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
駅(

20
14)

」 

日
比
谷
線
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
駅
で
上
野
方
面
に
乗
車
し
ま
す
、 

常
磐
線
快
速
へ
の
乗
換
が
簡
単
で
楽
な
南
千
住
駅
、
北
千
住

駅
で
乗
換
可
能
ま
す
。 
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